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事務局から
　普段は店蔵絹甚の解説員もされている山
川さん。絹甚を訪れるお客さんに博物館へ
行くことを積極的にお薦めしていただいて
いるとのこと、ありがとうございます。絹
甚に来た人からいろいろと訊かれるから
と、町の歴史に関わるたくさんの質問をい
ただき、私たち学芸員もたじたじです（勉
強不足ですいません）。そこに飯能に対す
る愛着の強さを感じることができます。好
奇心が旺盛でいつも学ぶ姿勢にあふれてい
る山川さん。麦作の方でも指導的な役割を
果たしていただき助かっています。飯能の
畑作文化の伝承もぜひお願いします。

麦作文化探求型の活動で石臼を挽く山川さん

市民学芸員の素顔

生きがいを感じる市民学芸員の活動！
山川貞治さん
（第Ⅴ期博学連携型・第Ⅷ期麦作文化探求型）

○市民学芸員に応募した理由は？
　元々は市内の小岩井の生まれで、28歳まで住んでいました。小岩井に住んでい
た時は、自転車で飯能第一中学校まで通学していたんですが、その頃の一中は、
私が住んでいた第二地区のほかに、現在の旧飯能地区、精明地区、加治地区の生
徒が通っていたんです。友達に宮沢の子がいて、宮沢湖に泳ぎに行ったこともあ

りますよ。いろんな地区から生徒が来ていたんで、地域によってずいぶん違うということは何となく感じていまし
た。その後青木に引っ越してもう50年以上住んでいますが、全然飯能ことを知らないなあと思っていたんです。そこ
で広報はんのうの記事を見て応募したんですが、実際に養成
講座を受けてみて、講座の内容が本当に素晴らしかった。

〇養成講座のどんなところが良かったですか？
　特に学校の先生から、小学3年生というのは、成長の過
程でちょうど「脱皮」する時期にあたりとても大事である、
と聞いたのは良かったですね。実際、子どもたちの見学の
相手をしていると、知識を求める目が素晴らしいです。

○市民学芸員の魅力って何でしょう？
  博学連携の方は、みなさんとても魅力的です。そうした中
で一緒に活動できるのは素晴らしいことだし、深いお付き
合いができている人もいて、生きがいを感じているんです
よ。また学芸員（職員）の方もとてもよく勉強されてい
て、その人たちから学べることにも感謝しています。市民
学芸員での学びは私自身の支えになっていて、これがある
からぼけないでいられるんじゃないかな（笑）。

〇その後、麦作文化探求型にも参加されました。
　小岩井にいた頃は畑の手伝いもしていたので麦作につい
ても多少は知っているけど、1人で畑仕事をするのは大変
なので、10人くらいで一緒に耕したり、種をまいて育てて
汗を流すのはとても楽しいです。それに畑で作った大麦が
小学3年生の見学の時に石臼体験で使ってもらえるのも嬉
しいことです。

〇郷土館が博物館になりましたが。
　大勢の人に来てもらいたいです。博物館は自信をもって
お薦めできます。新しくできた自然のコーナーもとっても
良いです。そこで飯能の四季の移り変わりを味わってもら
えれば、と思っています。

○これから市民学芸員になる方に何かメッセージを。
  来年度は養成講座もあるので、新しく市民学芸員になって
くれる方には期待していますよ。定例会にも出席して学ぶ
喜びを感じてほしいです。人との出会い、文化財との出会
いは素晴らしい体験ですよ。意識していれば1日1日が素晴
らしい日になります。新しい人がのびのびと参加できるよ
うに応援していきたいですね。
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「憧れる飯能」から「誇れる飯能」へ。
福嶋信子さん（第Ⅴ期博学連携型・第Ⅷ期麦作文化探求型）

歴史展示室で小学３年生の児童に説明する福嶋さん

事務局から
　現在の博物館には観光の拠点としての役割も求められてい
ますが、それを10年も前から実践されている福嶋さん。前に
福嶋さんたちが主催するエコツアーに参加しましたが、お客
さんを惹きつけるためいろいろな工夫をされていて、自分が
普段している展示の説明を反省しました。いろいろなことに
興味をもち、矢継ぎ早の質問にたじたじとなる場面もしょっ
ちゅうで、われわれの勉強不足を感じさせてくれるありがた
い存在です。観光と博物館の橋渡し役として期待していま
す。その旺盛な好奇心でこれからもどんどん飯能の魅力を伝
えていって下さい！

場合、最初はサークル活
動から始まって、西側の
敷地を開墾して畑を作
り、そこで収穫された大
麦が小学3年生の石臼体
験に使われてひとつの分
野に昇格できた。自主性
が重んじられているところも魅力ですね。
○まだ市民学芸員になっていない人に
　市民学芸員は活動を通していろいろなことを
知ることができて嬉しいです。この年になって
知る楽しさを今味わっているところです。ま
た、現地研修会や講演会などによって専門家の
話が聞けることや、他の地域のことも学べるの
がよいところかな。また市民学芸員は年齢も経
験も様々なので、視野が広がり楽しい活動にな
ります。市民学芸員の活動に参加するように
なってから「憧れの飯能」から「誇れる飯能」
へと変わりました。

○市民学芸員に応募した理由は？
　以前は入間市に住んでいたんですが、飯能は
故郷の秩父に近く憧れの場所でした。10年前に
飯能に住むようになり、飯能のことを知りたい
と思って市民学芸員に応募したんですが、活動
の内容が小学生の見学対応だと知って、ちょっ
と引きました。自分としては伝えることは考え
ていなかったんです。
○でも観光のガイドもされていますよね？
　エコツアーでガイドを始めたのも市民学芸員と
同じ頃で飯能のことを知りたかったから。でも市
民学芸員と観光ガイドは全く違って、市民学芸員
は館の方針とずれないようにしなければなりませ
んが、エコツアーの場合は客さんに合わせること
が大切です。また飽きられないようにできるだけ
砕けた感じで話すことを心がけています。
○博物館は観光に貢献できるでしょうか？
　市民学芸員をしていると知識が深まります。
博物館には（本務）学芸員がいて、相談すると
はっきりした回答をしてくれます。そうすると
自信をもってエコツアーのお客さんに対応でき
ます。博物館には資料とか情報の提供をお願い
したいです。
○当館について期待することは？
  市民に身近な博物館であってほしいです。博物
館に来ると実物を見ることができる、いろいろ
な体験ができる、というのがよいと思います。
リニューアルオープンしてから自然のコーナー
はよく変わるし、歴史展示室の方も「うちお
り」(着物)とかが時々替わっていて、前に見た時
とは違う資料が出ている、というのがわかれば
また来てくれるのではないかな。展示替えをし
ていることをもっと一般の人にアピールすべき
だと思います。
○市民学芸員の魅力とは何ですか？
　小学3年生のプログラムを市民学芸員の仲間と
いろいろ議論しながら一緒に作り上げていった
ことが忘れられないですね。その中には（本務）
学芸員も加わっていて。また麦作文化探求型の
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